
Kazuhiro Koizumi studied at Tokyo University of the Arts and at Universität der Künste Berlin. After winning 
the 1st prize at Karajan International Conducting Competition in 1973, he has appeared with Berliner 
Philharmoniker, Wiener Philharmoniker, Symphonieorchesterdes Bayerischen Rundfunks, Orchestre 
philharmonique de Radio France, Chicago Symphony, Boston Symphony, and Orchestre symphonique de 
Montréal, among others. Currently, he serves as Honorary Conductor for Life of Tokyo Metropolitan 
Symphony Orchestra, Honorary Music Director for Life of Kyushu Symphony, Honorary Music Director of 
Nagoya Philharmonic, and Special Guest Conductor of Kanagawa Philharmonic.

　東京藝術大学指揮科にて山田一雄氏に師事。第2回民音指揮者コンクール第1
位受賞。第3回カラヤン国際指揮者コンクールに第1位入賞。その後ベルリン・フィ
ルを指揮してベルリン・デビュー。
　これまでにベルリン・フィル、ウィーン・フィル、フランス国立放送管、ミュンヘン・
フィル、バイエルン放送響、ロイヤル・フィル、シカゴ響、ボストン響、デトロイト響、
シンシナティ響、トロント響、モントリオール響など世界の主要オーケストラに客演、
ルービンシュタイン、ロストロポーヴィチ等世界の優れたアーティストと共演、ザル
ツブルク音楽祭やラヴィニア音楽祭等への参加など欧米各地において精力的な指
揮活動を行った。
　これまでに新日本フィル音楽監督、カナダ・ウィニペグ響音楽監督、東京都響レ
ジデント・コンダクター、九響音楽監督、日本センチュリー響音楽監督、仙台フィル
首席客演指揮者、名古屋フィル音楽監督などを歴任。2021年12月、自身の半生を
つづった『邂逅の紡ぐハーモニー』（中経マイウェイ新書）が出版された。
　現在、東京都響終身名誉指揮者、九響終身名誉音楽監督、名古屋フィル名誉音
楽監督、神奈川フィル特別客演指揮者を務めている。

指 揮 小泉 和裕
Conductor Kazuhiro Koizumi

Artist  ｜  出演者

アクロス福岡シンフォニーホール
ACROS Fukuoka Symphony Hall

開演時間

19:00

2026 10.7（水）

指 揮 小泉 和裕
Conductor Kazuhiro Koizumi

女声合唱 九響合唱団
Female Chorus The Kyushu Symphony Choir

合唱指揮 横田 諭
Chorus Conductor Satoshi Yokota

コンサートマスター 扇谷 泰朋
Concertmaster Yasutomo Ogitani

主催：（公財）九州交響楽団
助成： 福岡県・福岡市・文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動））
 ｜ 独立行政法人日本芸術文化振興会
後援： 福岡県・福岡市・（公財）福岡市文化芸術振興財団・NHK福岡放送局
 （公財）九州文化協会・福岡文化連盟・九響後援会
協力：（公財）アクロス福岡

楽団員お見送り
本公演終了後に出口付近にて楽団員有志がみな
さまをお見送りいたします。わずかな時間ではご
ざいますが、お気軽にお声がけください。

特別協賛：

休憩 Intermission

202610.7第443回 定期演奏会
The 443rd Subscription Concert

「天国を描く」

交響曲 第5番 変ロ長調 D485
Symphony No.5 in B-Flat Major, D.485
Ⅰ. Allegro
Ⅱ. Andante con moto
Ⅲ. Menuetto. Allegro molto
Ⅳ. Finale. Allegro vivace

フランツ・シューベルト
Franz Schubert

ダンテの神曲による交響曲 S109/R426a
“Dante Symphony” , S109/R426a
第1楽章 「地獄」 Ⅰ. Inferno
第2楽章 「煉獄」 Ⅱ. Purgatorio

フランツ・リスト
Franz Liszt

©勝村祐紀
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Artist  ｜  出演者

The Kyushu Symphony Choir was founded in January 1996 
at the initiative of the late Hiroshi Ishimaru, Eternal Honor 
Music Director of the Kyushu Symphony Orchestra, as the 
Orchestra’ s affiliated chorus dedicated to performing 
choral-orchestral works with the KSO. Satoshi Yokota has 
served as Chorus Master since 2013, succeeding the 
Choir’ s founding Chorus Master, Noriaki Miura, who is now 
its Eternal Honor Chorus Master. In 2018, the vocalist 
Hisako Yagi was appointed Voice Trainer to support the 
Choir’ s continued artistic development. In addition to the 
KSO's subscription concerts, performances of Beethoven’ s 
Ninth Symphony, and New Year concerts, the Choir 
actively appears in concerts throughout the region, 
including the series of commemorative concerts held over 
three years from 2017 in support of recovery from the 
Kumamoto earthquakes. Through its ongoing musical 
training and artistic growth, the Choir strives to fulfil its role 
in promoting and enriching the musical culture of Kyushu.

　九響合唱団は、九州交響楽団の永久名
誉音楽監督・故石丸寛氏の提唱により、
九響と合唱付きの楽曲を共演する専属合
唱団として1996年1月に発足した。合唱
指揮は、初代 三浦宣明（九響合唱団 永久
名誉合唱指揮者）の後を承け、2013年か
ら横田諭が務めている。合唱団のさらなる
成長を目指し、2018年に声楽家の八木寿
子をヴォイストレーナーに迎えた。九響の
定期演奏会、「第九」公演やニューイヤー
コンサートのほか、2017年から3年にわ
たって開催された熊本地震復興祈念演奏
会をはじめとした各地の公演へも積極的に
出演し、九州の音楽文化の発展を支える
合唱団としての役割を果たすべく、日々研
鑽を積み重ねている。

Satoshi Yokota was born in Fukuoka, has completed the 
Master’ s course and the Doctoral course which entered 
the Kyushu University department of science in 1980. In 
college, belonged to Kyushu University male choir Chor 
Academy and acted as a student conductor. Since then, 
had instructions by the wide field as well as music from 
composer Bondai Fujii and conductor Shunji Aratani. At 
Ishimaru Conductor Juku (private lesson) sponsored by 
Hiroshi Ishimaru learned conducting. Currently, conductor 
of The Kyushu Symphony Choir, Fukuoka Chor Verein, 
Chor Solfa!, female chorus Chor Espoir, Chikushino mixed 
chorus, and so on. Appointed Laureate Chorus Conductor 
in November 2025.

　福岡出身。1980年九州大学理学部入
学、同大学院修士・博士課程進学。在学
中に九州大学男声合唱団コールアカデ
ミーに所属し、学生指揮者を務め、作曲家
の藤井凡大氏、指揮者の荒谷俊治氏（前
日本指揮者協会会長）より音楽のみならず
幅広い分野での指導を受ける。また石丸
寛氏主催の石丸指揮塾に参加。現在、九
響合唱団指揮者の他、福岡コール・フェラ
イン音楽監督、Chor Solfa!元締め、女声
合唱団コール・エスポワール常任指揮者、
ちくしの混声合唱団常任指揮者を務める。 
2025年11月、九響合唱団の桂冠合唱指
揮者に就任。

合唱指揮

横田 諭

Chorus Conductor

Satoshi Yokota
合 唱 九響合唱団
Chorus The Kyushu Symphony Choir

【ソプラノ】
Natalie Marie Miller

板谷 しのぶ

伊藤 陽子

岩谷 ひろみ

上野 玲子

河崎 恵子

神崎 奈々絵

高口 富美子

幸田 さつき

児島 美保

兒玉 容子

坂本 純子

髙橋 由美

竹内 美祝

中山 美智子

成田 希久子

西村 五月

羽野 恵美

林 真実

平田 由佳 

福崎 美桜

吉牟田 雅子

米村 香

渡邊 美沙

【アルト】
秋枝 寿栄

石橋 美和

牛込 貴美子

大森 佳代子

岡村 文重

古賀 由乃

堺 亜希子

杉本 京子

髙木 美沙

高山 弘恵

土岐 由美子

中村 未央

西 元子

坂東 愛美

平井 典子

戸次 芳子

丸田 佳奈子

村上 真理

山田 美穂

芳川 かおり
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ヴォイストレーナー
八木 寿子

桂冠合唱指揮者
横田 諭

永久名誉合唱指揮者
三浦 宣明

パートリーダー
羽野 恵美／坂東 愛美
北川 博英／松原 太洋
森時 達行／中村 信一郎

総務
落合 道夫

副総務
兒玉 容子

サブ・インスペクター
山田 美穂

会計
吉牟田 雅子

パートマネージャー
岩谷 ひろみ／上野 玲子
杉本 京子／永堀 寿美子
脇田 信一／坂田 肇

代表兼インスペクター
篠﨑 和弘

ピアノ
岡本 えり／大城 綾子
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交響曲 第5番 変ロ長調 D485
フランツ・シューベルト （1787 ―1828）

　ウィーンの王室寄宿学校では、ゆたかな楽譜資産を活かした学内オケがさかんだった。
ここを16歳で卒業したシューベルトは、その経験をもとに、年にほぼ1曲の割合で6つ
の交響曲を仕上げてゆく。これらの初期作品は、王宮ヴァイオリニストであったオッ
トー・ハトヴィヒをはじめとするパトロンの邸宅で演奏され、訪れる人の耳も楽しませて
いたらしい。
　なかでも第5番は抜きんでて軽やかである。序奏がないのも本作だけだ。クラリネット
やティンパニは登場せず、フルートも1本のみ。そんな特徴から、「リープリッヒ（lieblich
＝愛らしい）」交響曲と友人に呼ばれてきた。オーストリア特有の甘口ワインのラベルに
も印刷される形容詞である。同年の日記のこだまも聴こえてきそう――「どんな時間や境
遇にも拭い去られることなく、ぼくらの魂にとどまる美しい刻印（…）おぉ、不滅のモー
ツァルトよ！」（1816年6月14日）。みなに等しく永遠に刻まれる清らかさ、それが19歳
の青年の理想であった。

第1楽章では、テーマが最初とちがう調で戻ってくる再現部の瞬間が白眉。
第2楽章では管楽器が沈黙することが多いが、ここではホルンを含むすべてが勢ぞろい
する。不意に半音上がる中間部のトリップ感はシューベルトの得意技だ。
第3楽章はふつう主調にもどるから、ト短調という選択はかなり異例。モーツァルトの「ト
短調交響曲」（第40番）第3楽章へのオマージュか。そういえば第1番（1813年）でも
「プラハ交響曲」や「リンツ交響曲」をさらりと引用していた。
第4楽章の素直さは、前楽章がシリアスだったゆえ余計にきわだつ。

作曲 ： 1816年10月3日完成　
初演 ： おそらく同年、ハトヴィヒの邸宅にて
使用楽譜 ： Breitkopf & Härtel

フルート、オーボエ２、ファゴット２、ホルン２、弦５部編成：

解説 堀 朋平
音楽美学／九州大学ほか非常勤講師

住友生命いずみホール音楽アドバイザー

Program Note ｜  曲目解説

第443回 定期演奏会
The 443rd Subscription Concert

第443回 定期演奏会
The 443rd Subscription Concert

202610.7

ダンテの神曲による交響曲 S109/R426a
フランツ・リスト （1811 ―1886）

交響詩への道
　「シューベルトはよどみなく、メロディの黄金の流れを迸らせる。ベートーヴェン以来
めっきり失われてしまった素朴な創造こそ、彼の持ち味である」（1858年の批評）
　思うがまま黄金のメロディを紡いだ1820年代は過ぎ去ってしまった……ノスタルジー
のため息も聞こえてきそうだ。書き手はエドゥアルト・ハンスリック（1825─1904）。い

わば“何でもあり”な変化をみせる
音楽シーンに眉をひそめ、変化を
いっさい超えた「絶対音楽」の理
念を唱えた美学者である（『音楽
的に美なるものについて』、1854
年）。
　まさにそのころ、文化芸術の街
ヴァイマルで宮廷楽長となり、
オーケストラを率いて“何でもあ
り”の道をまっしぐらに進む者がい
た。その名もフランツ・リスト。女
性を失神させるピアニストである
だけでなく、革命の時代にこそ皆
が魂を共鳴させる「音楽共和国」

を打ち建てたい……そんな政治的理想も語っていた（1835年、ジョルジュ・サンド宛）。
この信念のもとに開拓されたジャンルこそ、交響曲と文学を融合させた「交響詩」に他な
らない。
　「絶対音楽」に対抗する「標題音楽」の語を作ったのもこの人。「動機の変化や転調は、
お決まりの音楽法則ではなく、文学の題材によって決定されるべきだ」、同志ベルリオー
ズを評してそう声高に語っている（1855年）。ときに私財をなげうってドイツ文化を後世
に広める清廉な人だったから、15にのぼる交響詩──「〇〇による交響曲」も含む──
も高邁なものばかり。アイロニーや笑いに満ちた後世のリヒャルト・シュトラウスの音調は、
リストの美学ではない。

保守的な衣装のハンスリックが、
絶対音楽の旗手ブラームスの像
を崇拝する。1890年の滑稽画
（ボンズ『絶対音楽──その理
念史』堀朋平・西田紘子訳、春
秋社、2026年、235頁）。

本作初演の翌年に撮影されたリ
ストの写真。眼差しの力に惹き
こまれそう。

ほとばし

ナイーブ

プログラム
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第1楽章： 「地獄」

第2楽章： 「煉獄」
　煉獄は必ずしも恐ろしい場所ではない。「時のない」地獄とはちがい、罪を浄化する「時
間」が流れる場所である。静かな下行音型にもとづく変奏曲は、そのためか。
　ラストの合唱が、天使の歌を響かせる「天国篇」からきているのは明らかだ──「天上の
竪琴の楽の音」にのって「もろもろの光明が／高らかにマリアの御名を唱えた」（第23歌
101─110）
　こうしたイメージをもとにリストが選んだ歌詞が、イエスを身ごもったことを知ったマリア
が天使に感謝を伝える「マニフィカト」（ルカ1:46─ 47）であり、「オサンナ（＝お救いくだ
さい）」と「ハレルヤ」がこれを閉じる。ベアトリーチェの「天使の声」こそが救済を伝えるか
らであろう、合唱は舞台から見えない方がいいと楽譜に指示されているが、本日の女声は
舞台上から、より直接的に届く。

Program Note  ｜  曲目解説 解説：堀  朋平

作曲 ： 1856年完成　
初演 ： 1857年11月7日、ドレスデン宮廷劇場、作曲者の指揮
使用楽譜 ： Kalmus

フルート２、ピッコロ、オーボエ２、イングリッシュホルン、クラリネット２、バスクラリネッ
ト、ファゴット２、ホルン４、トランペット２、トロンボーン３、テューバ、ティンパニ２、大
太鼓、シンバル、ドラ、ハープ２、オルガン、弦５部

編成：

演奏会のご感想をお寄せください
第443回定期演奏会のご感想はこちらから

第443回 定期演奏会
The 443rd Subscription Concert

202610.7
地獄から天国へ
　そんな作曲家が、地獄 vs.天国のドラマに惹かれたのは当然だろう。哲学者シェリン
グは『神曲』を、「私たちの時代の詩についての詩であり（…）すべてが完璧に相互浸透
している」と評している（1803年）。それは道を失ったロマン派の導きとなる「神話」
だったのだ。
　作者はダンテ・アリギエーリ（1265─1321）。人生70年、そのほぼ半ばにして、大
都市フィレンツェの政争に敗れて追放の憂き目にあう。「人生の道の半ばで／正しい道
を踏み外した私は／ふと気がつくと暗き森にいた」、こう書き出される物語の主人公は
作者その人だ。
　「暗き森（セルヴァ・オクスーラ）」は理性のとどかない蒙昧の地である。その迷いのな
か、ダンテは1300年前の詩聖ヴェルギリウスに導かれて「地獄」へくだり、永劫の責め
苦を目にする。やがて罪を清められる（と当時のキリスト教が喧伝した）「煉獄」の山にの
ぼり、その頂からついに「天国」へ。世の摂理を説き明かしつつ天にいざなうのは、ダン
テが理想の女とあがめたベアトリーチェだ。「至福を与える女」という意味であり、「天使
の声」をもつ。
　「天国篇」があまりに稀有壮大で哲学的なためだろう、リストの音楽は2楽章しかない
が、天国までの3階梯はしっかり保たれている。また各所でダンテの詩行が、音符ととも
に“歌詞”として引用されている。

いただき

うれい

はてし

、、、、

くぐ

ひと

　重 し々い金管による冒頭テーマは、地獄の門に刻まれた碑であり、モットーとなって何度
も現れる──「憂の国に行かんとするものはわれを潜れ（Per me si va ne la [=nella] 
città dolente...）。／（…）われを過ぎんとするものは一切の望みを捨てよ」（第3歌1, 9
［平川祐弘訳、以下同様］）
　「狂乱して（フレネティコ）」
と指示された主部は、リストの
同志リヒャルト・ポールの解説
（1857年）によれば、地獄の 
聴覚的なイメージに基づくもの
だ──「恐ろしい叫び、／苦悩の言葉（…）が／時のない闇にぬられた大気の中を際限な
くまわっている」（第3歌25-29）。
　やがてバスクラリネットの悲し気な音が響いてくる。イングリッシュホルンに歌い継がれ

るそのメロディの“歌詞”はこうだ──「不幸の
日にあって／幸福の時を思い出すほど／辛い
苦しみはございません（Nessun maggior 
dolore...）」（第5歌121─ 23）
　この声の主は実在の女。さる領主の娘フラ
ンチェスカ・ダ・リミニ（1255─1285）である。
青年パオロとの悲恋のすえ夫に殺され、淫蕩
の罪を背負いつつ、パオロと地獄の烈風にあ
おられる（G.ドレ画）。変則的な7/4拍子で
揺蕩うテーマは、2人の睦みを描くのだろう。

いんとう

たゆた
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